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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 給食委員会では、日々の残菜が少しでもなくなるように取組をしています。また、給食週間

に向けての準備や日々の活動の確認など、1時間を通して活動が充実しています。 

 保健委員会は、換気をする時の音楽を決めようと、衛生面の強化に取り組んでいます。 

環境委員会は、書き損じはがきを集め、社会貢献しようと企画してポスター作りに取り組んで

います。集会委員会は、リモート集会 part2 の実施に向けて、クイズを話し合いながら作成し

ています。 

今月の残菜

は？あと少しで

完食だね。 

ポスターには

何を入れたらい

いかな？ 

おもしろいク

イズにしたら、

みんな喜ぶよ。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運営委員会は、「リボンプロジェクト」を立ち上げました。黒崎中学四校区での取組で、「い

じめをなくそう」というスローガンのもと、一人一人の思いをリボンに書いて、ランドセルに

結びます。 

 自然員会は、畑の整備に取り掛かりました。 

「見てください、こんなに大きなサツマイモが出てきました。」 

思わぬ収穫に大喜びの子ども達。正に自然の恵みです。 

 体育委員会は、各学級や体育倉庫のボールの空気を入れ、活動ができるようにしていました。

図書委員会では、図書祭りに向けての話合いを進めていました。委員長が、一生懸命話合いを進

めながら提案しています。さすが6年生です。 

 また、放送委員会では新しく放送する曲を決めたり、台本を見直したりしています。毎朝流れ

る音楽を聴くと、元気いっぱいになるのは放送委員会のおかげです。 

 今、この一瞬にありがとう。 
 １２月に入り、6年生は卒業までの時間が少しずつ短くなってきているのを実感しています。

ということは、5年生が最高学年になるまでの時間も近づいているということ。 

 委員会活動やクラブ活動では、高学年が協力してよりよい学校生活を送ろうと取り組むことで

自然とバトンが受け渡されていることを実感します。 

 とてもありがたいことです。 

リボンの数は

合っている？ 

まだ出てくるよ。

もっと耕そう。 

放送原稿を

見直そう。 


